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：世界に希望を生み出そう
：人生を豊かにする、あなたのSmile

本日の卓話者ご紹介
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　日頃は、神奈中バスおよび神奈中グループをご利用い
ただき誠に有難うございます。
本日は、「地域創造型企業にむけて」と題しまして、当
社のこれまでの歩みをご紹介するとともに、今後の取り
組みについてご説明いたします。
　
　当社は、1921年に横浜市大岡町にて相武自動車㈱とし
て創立しました。戦時中の合併や再編によりバス事業を
拡大し、1949年に東京証券取引所に上場、1951年に商号
を現在の神奈川中央交通㈱に変更しました。その後、不
動産事業やホテル事業に進出するなど事業の多角化と経
営基盤の強化に努めてきました。 主力のバス事業では、
多区間制ワンマンバスや深夜バスの運行、バスカードシ
ステムの実用化、ノンステップ連節バスの導入など、業
界に先駆けた取り組みを数多く手掛け、様々な変革をリ
ードしてきました。また、環境に配慮した「環境定期券
」や高齢者を対象とした割引乗車証の発売、小学生以下
を対象とした「ちびっこ50円キャンペーン」など、業界
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卓 話

「入会記念卓話」
2023 年・令和５年４月 20日入会

神奈川中央交通株式会社
代表取締役社長　社長執行役員　今井雅之

初となるユニークな乗車サービスを展開してきました。 
当社は、創業以来100年を超える長きにわたり、バス事
業を中心に生活に密着した事業を展開するとともに、時
代のニーズに即したサービスの提供や事業活動を通して
環境問題や社会課題の解決に貢献するなど、地域社会と
ともに発展してきました。
　
　当社を取り巻く事業環境は、本格的な少子高齢社会を
迎え、人口減少による国内マーケットの縮小が進む中、 
旅客需要の減少が進行することは必定であります。また、
コロナ禍による「新しい生活様式」の浸透は、お客さま
の行動や価値観を大きく変化させております。加えて昨
今は、2024年問題への対応や運転士不足等により、従来
のバス輸送サービスを維持することが困難な状況になり
つつあります。
　
　そのような経営課題に対処していくために、昨年４月
に長期ビジョン「Ⅴision2030 NEXT 神奈中～地域価値創
造型企業にむけて～」を公表し、新しい時代に向けて取
り組みをスタートしました。これまで私たちは、神奈中
バスが走る街とともに成長、発展してきました。だから
こそ、地域に暮らす人びとの多彩な想いに応え、新しい
価値を創造する企業へと進化し続ける―。その想いがこ
のビジョンに込められております。これからも環境負荷
の低減や地域社会の課題解決に取り組み、ステークホル
ダーとの共創を通じて新しい価値を創造し、「持続可能
な社会の実現」と「持続的な企業価値の向上」を目指し
てまいります。

　
　足元では「持続可能なモビリティサービスの実現」に
向けて、自動運転バスやAIオンデマンド交通の実証実験
に取り組んでおります。自動運転バスについては、2017
年から取り組みを開始し、小型バス（多摩ニュータウン）
、中型バス（横浜市栄区）、特定バス（慶應SFC）と段階
的にプロジェクトを進めてきました。このたび、国土交
通省の事業に平塚市が採択されたことを受け、当社が主
幹事および自動運転バスの運行を受託し、いすゞ自動車
様よりレベル2の自動運転専用の大型バスをご提供いた
だき、平塚駅南口を起終点とする既存バス路線において
実証実験を実施いたしました。これはバス運転士不足改
善のひとつの手段として、将来的に自動運転レベル4を
目指し、持続可能な地域公共交通実現への貢献度を検証
することを主な目的としております。本事業に先立ち、
本年1月19日に平塚市、いすゞ自動車様をはじめとする
6者で「地域公共交通のDX推進」に係る連携協定を締結
いたしました。自動運転バス実用化を目指すうえで、自
動車メーカーを含めた連携協定は国内初となります。ま
た、将来的な自動運転レベル4を見据え、「バス車内状
況の監視」に特化した運用を想定し、本社内に遠隔監視
室を設置して運用方法のあり方等について検証を行いま
した。本実証実験において自動運転による自動走行率は
80%以上となりましたが、路上駐車の回避など、走行環
境を起因とする課題が浮き彫りとなりました。引き続き
地域公共交通維持に向けた自動運転バスの実用化に取り
組んでまいりますので、皆さまのご理解ご協力をよろし
くお願いいたします。

　結びに当社は、神奈中グループ経営理念「かけがえの
ない時間とゆたかなくらしの実現に貢献します」のもと
、地域に根差した事業展開で社会価値の提供を拡げ、当
社グループの持続的成長につなげていきます。　皆さま
におかれましては、当社グループが実現していく地域の
豊かな未来にご期待いただき、これからも長きにわたり
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。
これからも、ひとの待つ場所を結んで、神奈中は走りな
がら、街の風景を創っていきます。

神奈川中央交通株式会社
代表取締役社長　社長執行役員　今井雅之会員
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今週のお祝い

誕生日祝い・・・又城雅弘会員、秋山智会員
結婚祝い    ・・・髙橋建二会員、鈴木成一会員

幹事報告

卓話者ご紹介

【生年月日・年齢】 1968 年 8 月 7 日 （55 歳）
【家族構成】妻、長女（20 歳）、次女（８歳）
【出身地】 神奈川県平塚市
　　　　（横内小学校→神田中学校→平塚江南高校）
【経歴・社歴】
1992 年 3月　青山学院大学理工学部卒
1992 年 4月　神奈川中央交通株式会社　入社
2017 年 6月　同社　取締役
2019 年 3月　同社　取締役執行役員
2019 年 4月　日産車体株式会社　取締役
2020 年 6月　神奈川中央交通株式会社　取締役常務執行役員
2022 年 4月　同社　取締役専務執行役員
2022 年 4月　大山観光電鉄株式会社　取締役社長
2023 年４月　神奈川中央交通株式会社　代表取締役社長　社長執行役員
　　　　　　 （現職）
【趣味】 ゴルフ、旅行

今井雅之（いまいまさゆき）会員

◎米山奨学生受け入れについて
　4年4月から25年3月まで当クラブは新たに米山奨学生
　を受け入れることになりました。
　奨学生の名前はケダレ,ガウリ マノジさんです。インド
　の方で女性です。東海大学博士課程で、工学を勉強さ
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委員会報告

○社会奉仕委員会　馬上委員長
　緑化まつりの出欠の最終確認です。人数が少し足りな
　ので今からでもご参加可能な方はお願いいたします。
　本日入会された方もクラブに馴染む良い機会となりま
　すので、是非ご参加ください。

○親睦委員会　嶋田委員長
　シンガポール国際大会において5/26に第2780地区の
　地区ナイトが開催されます。参加ご希望の方は事務局
　までご連絡をお願いいたします。



卓話・行事予定

市内例会変更

メークアップ（MUP) 0名

ゲスト 0名

ビジター 0名

4月04日(木)
4月14日(木)
4月18日(木)
4月25日(木)

入会記念卓話　  佐野正敏会員
(株 ) 仕事旅行者　代表取締役　田中翼様
入会記念卓話  　笹尾茂樹会員
休日週により休会

本日のスマイル 19名

現在ございません
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クラブ会報・ＩＴ委員会　◎ 松本崇　○ 平井敬規　鈴木成一　青山紀美代

株式会社相原設備　代表取締役　相原直子様（左）
有限会社平塚石半　代表取締役　縄嶋智徳様（右）

＜入会式＞

会長より誕生日祝いを受け取られて、にっこりの又城雅弘会員
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ガバナー月信NO.10 の
クラブ紹介に平塚RCが
掲載されました。




